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　　◆　工　事　概　要　◆

工 事 件 名 　令和２年度　狩野川上流河川整備工事

工 期 　令和２年５月２８日～令和３年５月２８日

発 注 者 　国土交通省　中部地方整備局　沼津河川国道事務所

担 当 者 　望月慎吾(現場代理人)　　芹澤勝(監理技術者)

工 事 箇 所 　静岡県伊豆の国市神島

主 要 工 種 　河川土工 　法覆護岸工

　　掘削工 　　堤脚保護工

　　　掘削(ICT) 8,300 m3 　　　ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ堤脚保護 532 m

　　　掘削表土 2,000 m3 　　　小口止 2 箇所

　　盛土 　　　ドレーン工 520 m

　　　路体(築堤)盛土 3,800 m3 　　階段工

　　　路体(築堤)盛土(ICT) 4,900 m3 　　　川裏階段 2 箇所

　　法面整形工 　　植生工

　　　法面整形(盛土部)ICT 4,170 m3 　　　張芝 4,010 m2

　　　市松芝 2,500 m2

『現場での課題解決(ICT技術の活用)について』

令和２年度　狩野川上流河川整備工事
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2．現場の課題・問題点
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3．課題の解決

①工期問題の解消

　地元説明会実施後の発注者との話し合いの結果、堤防の掘削開始時期は1ヶ月遅れの11月1日以降となっ

た。

　また当時、工期延長の話は持ち上がっていたものの、渇水期中に「掘削→二次製品設置→ドレーン敷設

→盛土」までの完了が必至であったため、より円滑な工事進行が求められた。

　その後の検討結果により本工事では建設ICT技術を活用し、工事（主に土工）の生産性向上を図った。

　主要な現場の問題点は以下である。

①　工期（時期・時間的な制約がある）

・10月に着工予定の堤防の掘削が始められない。（着工前に実施した地元説明会での住民からの要望によ

る）

・上記事情も考慮しつつ、渇水期間中(10月～5月)に堤防機能回復のため、土工全般を完了させなければな

らない。

・現場の出入り口が1カ所しかなく、施工延長600mの片押し施工が強いられるため、場内車両の移動時間等

が増大する。

・工事のほとんどが、土工に係わる工種が占めるため、基本的に悪天時は現場の進捗無し。

②　雨天時の対応

・盛土などの土工の完了断面を保護するため、天候の変化をを考慮した養生が必須である。

　本工事は既設堤防（川裏）に排水構造を設ける改修工事である。

　往年は狩野川台風等の大規模自然災害に起因した「狩野川」であるが、本工事もこうした災害を未然に

防止すべく計画・実施された。その災害の一例として次の事象がある。

　大雨等により狩野川水位が堤防側面まで上昇した際には、堤防内部に河川の水が浸透する。浸透した水

は堤防内を通過して川裏側に排出（染み出）されるが、水と同時に堤脚の盛土も流れ出てしまうため、最

終的には破堤に繋がるというものである。

　この工事ではこうした堤防の崩壊を防ぐため、堤脚にコンクリート二次製品（堤脚保護ブロック）を設

置し、その背面にはドレーン材（浸透水の通り道を確保するため）を敷設する。

　また上記に合わせ、10,000m3程度の大規模土工（掘削・盛土）も実施する。

1.　はじめに

延長L＝約600m

※片押し施工

着手前
※本工事追加特記仕様書抜粋

当初は10/1～既設堤防の掘削が可能であったが、

例年10月期に台風(昨年の19号等)が発生している

実情や近隣住民の要望により、掘削の開始時期

を一定期間見送る結果となった。



　また、盛土工おいては「GNSSを用いた盛土の締固め回数管理」を実施した。これはGNSSからの位置

情報を転圧機械に持たせ、搭載されたディスプレイを確認しながら指定回数を満足し、ムラなく転圧

できるように促すシステムである。原則として指定回数の転圧が実施されている状態であれば土の締

固め度は満足されている状態と定義できる。そのため通常では1,000m3毎に行う品質管理（現場密度

試験）を省略でき、現場を止めることなく連続して施工できた。

　下図の帳票のように日々転圧記録を確認できたので、施工範囲において十分な盛土品質が確保でき

たことが分かる。

　　a)　ICT施工による生産性向上

　掘削及び盛土・法面整形に使用する重機は現場条件を考慮し、0.8m3のマシンコントロール式バッ

クホウとした。作成した3次元設計データをICT建機に転送することで、オペレーターには設計形状が

可視化され、また重機には自動制御が働く。これにより作成した断面の手戻りや確認作業が低減で

き、比較的経験の浅いオペレーターでも法面整形を行うことができる。また、法面に丁張を設置する

必要もないため、安全かつ生産的な施工が可能となった。
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3次元設計ﾃﾞｰﾀ

0.8m3BH(MC仕様)

（コマツ PC200I-11）

※試験盛土を事前に実施（転圧回数を決定する）

※下図：GNSSを用いた盛土の締固め回数管理における帳票（左：走行軌跡図、右図：締固め回数分布図）
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　　b) 自動追尾トータルステーションを活用した施工管理・出来形管理

　本現場ではICT活用工事の出来形管理において、トータルステーションを用いた断面管理を選択・

実施した。特に堤防の掘削面においては降雨等による天候の影響を受けやすいため、完了断面は直ち

にデータを収集し、確認立会を実施してもらい、次工程に直ぐに移れるようにした。

　また現場の性質上、丁張の設置が困難であった堤脚保護ブロックの据付作業では、設置後のコンク

リート二次製品1つずつに対してTSによる高さ確認を行いながら施工を進めた。自動追尾性能を有し

たTSであるので、ワンマンで即座に高さ確認ができ、高精度かつ円滑な施工が実現できた。

※自動追尾トータルステーションを用いた計測

※堤脚保護ブロックの設置状況

(自動追尾TSにて高さを即座に計測・確認)
※ドレーン設置状況



　盛土の施工に際し、完了断面の保護・養生方法を検討する必要があった。完了した盛土には張芝を施工

する計画であったが、張芝着手前に降雨等があった場合に盛土の流出が危惧されたためである。

　本工事では、盛土の完了法面に対し全線ブルーシートによる雨養生を実施した。

　結果、シートの設置手間は発生したものの、完了した整形法面は流出・崩壊することなく張芝の施工に

移行することができた。

　近年、土木工事における担い手不足が叫ばれる中で現場での生産性向上が特に注視され課題となってい

る。大規模工事に限らずICT技術を活用することで、生産性の向上 (省人化）や施工精度、安全性の向上な

ど得られるメリットは少なくないであろう。今後、自身の工事でも、再びICT技術を活用して生産的な施工

が行いたいと思う。

　最後に、工事を円滑に進める上で最後まで協力的であった地元住民の方々をはじめ発注者の方々、工事

関係者の方々には深く感謝を申し上げたい。
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②雨天時の対策

4.　おわりに

着手前 完成


